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生
ま
れ
も
育
ち
も
東
京
・

錦
糸
町
で
、
専
修
大
学
が
あ

る
神
保
町
近
く
の
尚
美
学
園

作
曲
科
で
長
年
後
進
の
指
導

を
し
て
い
ま
し
た
。

　
校
歌
の
チ
ャ
イ
ム
を
編
曲

・
制
作
す
る
に
あ
た
り
、
校

歌
・
応
援
歌
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
企
画

・
制
作

専
修
大

学
育
友
会
）
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
版
を

参
考
に
し
ま
し
た

が
、
偶
然
に
も
編

曲
に
携
わ
っ
て
い

た
の
が
恩
師
の
鵜

﨑
庚
一
先
生
で
あ

る
こ
と
が
判
明

し
、
大
変
感
慨
深

い
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　
制
作
に
あ
た
り
特
に
こ
だ

わ
っ
た
こ
と
は
、「
聴
く
人

の
耳
に
優
し
い
音
域
と
音

色
」
で
す
。
で
き
る
だ
け
シ

ン
プ
ル
に
美
し
く
表
現
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
人
の
声
に

近
い
ハ
ー
プ
の
音
色
が
良
い

と
直
感
的
に
浮
か
び
、
校
歌

の
歴
史
も
残
し
な
が
ら
新
し

い
響
き
を
加
え
ま
し
た
。

　
授
業
の
始
ま
る
前
と
終
わ

る
時
に
も
し
っ
く
り
と
な
じ

み
、
学
生
に
も
伝
統
あ
る
大

学
の
校
歌
を
頭
の
片
隅
に
と

ら
え
て
い
た
だ
き
、
思
わ
ず

口
ず
さ
ん
で
も
ら
え
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。
ま
た
、
専
修

大
学
と
石
巻
専
修
大
学
の
小

さ
な
懸
け
橋
に
な
れ
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
宮
田
悟

志
さ
ん
（
平
20
文
）
が
人
気

を
集
め
て
い
る
。

　
伸
び
や
か
な
バ
ラ
ー
ド
が

持
ち
味
の
宮
田
さ
ん
は
、
２

０
１
１
年
に
ボ
ー
カ
ル
デ
ュ

オ
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
（
ブ
リ

ー
ズ
）
を
組
み
メ
ジ
ャ
ー
デ

ビ
ュ
ー
。
16
年
、
解
散
と
同

時
に
ソ
ロ
活
動
を
開
始
し

た
。
昨
年
12
月
か
ら
今
年
２

月
ま
で
、
福
岡
、
札
幌
、
東

京
な
ど
８
カ
所
を
回
っ
た
全

国
ラ
イ
ブ
は
多
く
の
観
客
を

集
め
、
好
評
だ
っ
た
。

　
宮
田
さ
ん
は
小
学
校
か
ら

大
学
ま
で
野
球
に
打
ち
込

み
、
東
北
高
校
で
は
春
の
セ

ン
バ
ツ
に
出
場
。
専
大
で
は

外
野
を
守
る
強
打
者
と
し
て

活
躍
し
た
が
、
腰
痛
の
悪
化

で
野
球
を
断
念
。
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
の
長
谷
川
勇
也
選
手
や

引
退
し
た
巨
人
の
松
本
哲
也

さ
ん
は
専
大
同
級
生
。
ヤ
ク

ル
ト
の
雄
平
選
手
と
は
中
学

時
代
か
ら
の
野
球
仲
間
だ
。

　
カ
ラ
オ
ケ
好
き
の
母
親
の

影
響
も
あ
り
、
子
ど
も
の
時

か
ら
歌
う
の
が
大
好
き
だ
っ

た

宮

田

さ

ん
。「

小

さ

い
の
に
大
人

っ
ぽ
い
曲
を

歌
っ
て
い
ま

し
た
」
と
言

う
。
専
大
卒

業
後
、
本
格

的
に
歌
手
を

志
す
よ
う
に

な
っ
た
。

　「
野
球
も
歌
も
、
毎
日
コ

ツ
コ
ツ
と
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
が
大
切
」
と
話
す
。
フ

ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム
の
中
の

「
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
」
を
雄
平
選
手

に
贈
り
、
ミ
ニ
ア
ル
バ
ム

『
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ
！
』
の
「
Ｓ

ｔ
ａ
ｎ
ｄ

Ｆ
ｏ
ｒ

Ｔ
ｈ
ｅ

Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
」
は
長
谷
川
選

手
へ
の
応
援
歌
だ
。「
一
緒

に
汗
を
流
し
た
仲
間
た
ち
か

ら
大
き
な
力
を
も
ら
っ
て
い

全
国
ラ
イ
ブ
で
会
場
を
沸
か
せ
る
宮
田
さ
ん

宮
田
さ
ん（
右
）と
長
谷
川
選
手

昨
年
12
月
博
多
で

全
国
ラ
イ
ブ
で
熱
唱

プ
ロ
野
球
・
長
谷
川
選
手
ら
に
応
援
歌
提
供

ボ
ー
カ
リ
ス
ト

宮
田
悟
志
さ
ん（
平
20
文
）

ア
ド
ニ
ス
91
号
刊
行
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新校友歓迎座談会

宮田悟志さん
（平20・人文）
ヴォーカリスト

　
４
月
15
日
に
刊
行
さ
れ
た

校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
91

号
」
で
は
、
７
月
に
開
催
予

定
の
「
校
友
会
定
時
総
会
２

０
２
０
」
に
つ
い
て
の
概
要

を
掲
載
。「
新
校
友
歓
迎
座

談
会
」
で
は
、
社
会
人
と
し

て
第
一
線
で
活
躍
す
る
先
輩

校
友
を
招
き
、
新
校
友
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、
校
友

会
を
通
し
て
得
て
い
る
仕
事

上
の
メ
リ
ッ
ト
や
学
び
を
語

っ
て
い
た
だ
い
た
。

　「
わ
れ
ら
専
修
人
」
で
は
、

警
視
庁
職
員
で
パ
ラ
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
選
手
の
大
山
晃
司
さ

紹  介

校
友
新
社
長

平
野
富
士
雄
氏
（
ひ
ら
の
・

ふ
じ
お

昭
54
経
営
）
㈱
細

田
工
務
店
代
表
取
締
役
社
長

に
４
月
１
日
付
で
就
任
。
本

社

東
京
都
。
分
譲
、
注
文

戸
建
て
住
宅
事
業
。

白
石
直
己
氏
（
し
ら
い
し
・

な
お
き

昭
58
商
）
㈱
ユ
タ

カ
技
研
代
表
取
締
役
社
長
に

６
月
26
日
付
で
就
任
。
本
社

静
岡
県
。
自
動
車
部
品
メ

ー
カ
ー
。

金
子
洋
文
氏
（
か
ね
こ
・
ひ

ろ
ふ
み

昭
59
経
営
）
カ
ー

Management Issues 

of Life Insurance

Companies

小
藤
康
夫
著

　
本
書
は
２
０
１
８
年
に
出

版
さ
れ
た
『
生
保
会
社
の
経

営
課
題
』（
小
藤
康
夫
著
・

税
務
経
理
協
会
）
の
英
訳
書

籍
で
あ
る
。

　
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
に
も
わ

が
国
の
生
保
の
現
状
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
企
画
さ
れ

た
。

　
戦
後
の
日
本
経
済
は
高
度

成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
移
行

し
、
今
日
で
は
人
口
減
と
少

子
高
齢
化
と
い
う
重
い
課
題

を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
。

　
生
保
も
日
本
経
済
と
ま
っ

た
く
同
じ
動
き
を
展
開
し
て

い
る
。
隘あ

い

路ろ

に
陥
っ
た
生
保

が
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を
講

じ
て
い
る
の
か
を
探
っ
て
い

る
。

　
若
さ
に
あ
ふ
れ
た
ア
ジ
ア

の
国
々
の
成
長
は
著
し
く
、

生
保
市
場
も
確
実
に
伸
び
て

い
る
。
だ
が
、
日
本
の
よ
う

に
低
迷
状
態
に
陥
る
時
期
が

い
ず
れ
訪
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
時
、
日
本
の
現
状

が
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。（
ア
ジ
ア
生
命

保
険
振
興
セ
ン
タ
ー
・
無
料

取
り
寄
せ
、
電
子
版
）

著
者
（
こ
ふ
じ
・
や
す

お
）

商
学
部
教
授
、
金
融

論
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
。

憲
法
の
原
理
と
解
釈

棟
居
快
行
著

　
自
身
の
学
術
書
と
し
て
は

４
冊
目
に
な
る
本
書
を
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
「
信
山
社
出

版
」
か
ら
〈
刊
行
〉
し
ま
し

た
。〈
敢
行
〉
も
〈
慣
行
〉

も
〈
観
光
〉
さ
え
も
誤
字
と

は
言
い
難
い
、
ま
さ
に
そ
の

通
り
の
出
版
で
し
た
。

　
専
修
大
学
の
紀
要
な
ど
で

す
で
に
公
表
ず
み
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
「
敢

行
」
し
ま
す
。
業
界
の
「
慣

行
」
と
し
て
、
同
業
者
諸
氏

ら
が
本
書
を
斜
め
読
み
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
な

か
に
は
、
学
説
を
熱
心
に
調

べ
る
学
生
さ
ん
が
、
図
書
館

で
本
書
の
風
景
を
「
観
光
」

す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。

　
こ
う
し
て
言
葉
遊
び
を
す

る
私
で
す
か
ら
こ
そ
、
判
例

や
通
説
に
つ
き
、
「
本
当
に

そ
う
な
の
か
い
？
」
と
考
え

込
む
の
が
習
い
性
で
す
。
今

回
で
問
い
か
け
は
一
休
み

し
、
分
か
り
や
す
い
回
答
を

用
意
す
る
作
業
が
い
よ
い
よ

こ
れ
か
ら
で
す
。
「
乞
う
ご

期
待
」
は
自
分
へ
の
励
ま
し

で
す
。
さ
て
さ
て
、
問
い
か

け
の
プ
ロ
が
う
ま
く
答
え
ら

れ
る
か
否
か
⁉
（
信
山
社
出

版
・
本
体
８
８
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
む
ね
す
え
・
と
し

ゆ
き
）

法
科
大
学
院
教

授
。
憲
法
学
。

リ
ッ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

㈱
代
表
取
締
役
社
長
に
６
月

30
日
付
で
就
任
。
本
社

東

京
都
。
ボ
ト
リ
ン
グ
事
業
等

の
子
会
社
の
経
営
管
理
。

ん
（
平
26
法
）
が
、
パ
ラ
五

輪
出
場
を
目
指
し
奮
闘
す
る

姿
を
紹
介
。
ま
た
、
７
月
の

定
時
総
会
に
も
出
演
予
定
の

ボ
ー
カ
リ
ス
ト
・
宮
田
悟
志

さ
ん
（
平
20
文
）
が
、
野
球

部
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
語
る
。

　本学が進めている事業のうち、右記の８項目を募
金目的の柱としています。また、それぞれの募金目的
について、具体的に使途を明記しております。これに
より皆様が、本学の活動のうち、より強化・充実した
いと思われるものを具体的に指定し、支援すること
ができる仕組みとなっております。皆さまのご支援
・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
　募金の詳細につきましては、ホームページ等をご
覧ください。

A 国際交流の推進支援
B 学生スポーツ活動の振興
C 学生への経済的支援
D  キャリアデザインプログラム
充実支援

E 学生のボランティア活動支援
F 多目的ホール・シート募金
及びチェア募金
G 教員の研究活動支援
H その他

八つの柱

専修大学募金局
T E L : 03・3265・3157
E-mail : bokin@acc.senshu-u.ac.jp

　
ハ
ー
プ
に
よ
る
校
歌
が

２
０
２
０
年
度
か
ら
専
修

大
学
と
石
巻
専
修
大
学
で

授
業
の
始
ま
り
と
終
わ
り

に
流
れ
る
。
編
曲
に
携
わ

っ
た
近
藤
裕
子
教
授

写

真

は
、
石
巻
専
修
大
学

人
間
学
部
で
「
初
等
教
科

教
育
法
（
音
楽
）」
な
ど

を
指
導
し
な
が
ら
、
作
曲

家
と
し
て
も
活
躍
す
る
。

近
藤
教
授
に
チ
ャ
イ
ム
制

作
に
あ
た
っ
て
の
思
い
を

聞
い
た
。

専修大学・石巻専修大学  4月スタート
「社会知性（Socio-Intelligence）の開発」推進募金

　「
地
域
の
最
も
親
密
な
交
流
の
場
を

元
気
に
し
た
い
」。
経
営
不
振
の
日
帰

り
温
泉
や
健
康
ラ
ン
ド
を
蘇

よ
み
が
え

ら
せ
る
株

式
会
社
温
泉
道
場
（
埼
玉
県
と
き
が
わ

町
）
の
社
長
を
務
め
る
。
２
０
１
１
年

創
業
の
全
国
で
も
珍
し
い
温
浴
施
設
再

生
企
業
だ
。

　
手
掛
け
た
施
設
は
埼
玉
県
を
中
心
に

７
カ
所
。
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
る
。

大
宮
駅
近
く
の
「
ｕ
ｔ
ａ
ｔ
ａ
ｎ
ｅ
」

は
暖
炉
や
ハ
ン
モ
ッ
ク
が
あ
る
北
欧
風

温
浴
施
設
。
地
元
の
温
泉
銭
湯
「
玉
川

温
泉
」
に
は
サ
イ
ダ
ー
や
駄
菓
子
が
並

び
、
昭
和
レ
ト
ロ
感
が
漂
う
。
三
重
県

四
日
市
の
温
泉
「
湯
守
座
」
で
は
観
劇

も
楽
し
め
る
…
…
。

　
徹
底
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
課
題

解
決
を
行
う
中
か
ら
地
域
性
や
、
従
来

の
温
浴
施
設
の
姿
に
と
ど
ま
ら
な
い
特

徴
を
打
ち
出
し
た
。
温
浴
施
設
と
カ
フ

ェ
を
掛
け
合
わ
せ「
お
ふ
ろ
ｃ
ａ
ｆ
憜
」

を
ブ
ラ
ン
ド
に
。「
温
浴
施
設
や
温
泉
を

も
っ
と
く
つ
ろ
ぐ
場
に
し
て
、
文
化
を

発
信
し
た
い
」。
そ
ん
な
思
い
が
あ
っ

た
。
老
若
男
女
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
じ
わ

じ
わ
増
や
し
て
お
り
、
２
年
前
か
ら
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
で
全
国
展
開
も
。

　
埼
玉
県
幸
手
市
出
身
。
実
家
が
会
社

を
経
営
し
て
お
り
、
自
身
も
起
業
を
目
標

に
し
た
。「
数
字
に
強
く
な
け
れ
ば
」
と

専
大
商
学
部
会
計
学
科
に
進
学
。
松
原

成
美
ゼ
ミ（
現
名
誉
教
授
）で
学
ん
だ
。

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
マ
イ
ン
ド
が
育
っ
た
の

は
、
専
大
の
埼
玉
県
人
会
で
の
活
動

だ
。
２
、
３
年
次
に
は
連
合
県
人
会
の

役
員
と
な
り
、
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
の
ラ

イ
ブ
が
人
気
の
青
衿
祭
や
、
各
県
人
会

対
抗
野
球
大
会
な
ど
を
運
営
。「
企
画

力
、
チ
ー
ム
づ
く
り
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
培
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　
卒
業
後
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
を
身
に

つ
け
る
た
め
に
東
京
の
大
手
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
へ
。
５
年
間
、
日
帰
り

温
泉
施
設
の
事
業
再
生
担
当
の
ほ
か
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
奮
闘
。
現
在

の
仕
事
の
礎
に
な
っ
た
。

　「
温
泉
道
場
」
は
、
人
材
育
成
の
場

で
も
あ
る
。
学
生
に
就
業
体
験
を
提
供

し
、
人
づ
く
り
に
も
尽
力
す
る
。「
好

奇
心
を
も
っ
て
物
事
に
取
り
組
ん
で
、

ゼ
ロ
か
ら
１
を
作
り
出
す
面
白
さ
を
知

っ
て
ほ
し
い
」。
若
者
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

へ
の
挑
戦
を
期
待
す
る
。

 温浴施設を再生する

「温泉道場」の社長 山
や ま

﨑
ざ き

寿
と し

樹
き

さん（平18商）

「
お
風
呂
を
も
っ
と
く
つ
ろ
ぐ
場
に
」

石
巻
専
大

近
藤
教
授
が
編
曲

ハ
ー
プ
が
奏
で
る
チ
ャ
イ
ム
校
歌

ま
す
」

　
カ
バ
ー
ア
ル
バ
ム
『
ｍ
ａ

ｒ
ｉ
ａ
ｇ
ｅ
』（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と

２
枚
組
み
）
が
４
月
に
発
売

さ
れ
た
。
校
友
会
誌
『
ア
ド

ニ
ス
』
の
最
新
号
に
は
、
宮

田
さ
ん
の
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。




